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報告の内容

１．農村女性の現状と課題－女性農業者を
中心に－

２．必要とされる能力開発と課題

３．関連施策の評価と課題



１．農村女性の現状
－女性農業者を中心に－



農業における女性の役割（１）

○農業経営の大半は家族経営、農村社会は
地域住民（農家など）の私的自治により運
営される領域が大きい

○女性は、農業就業人口の６割近くを占め
るなど、農業・農村において重要な役割

○特に子育てが一段落した３０歳代後半か
ら顕著



女性の農業従事パターン

○大半の場合、結婚を契機として就農、子
育てが一段落した時点から農業に本格的
に従事

○もともと農家世帯は一般世帯より女性の
就業率は高いが、近年むしろＭ字の傾向







農業における女性の役割（２）

○農業経営や地域農業の多角化・高度化に
よる高付加価値化の担い手として活躍

○責任をもって様々な部門を担当

○家族経営協定などの推進により一定の経
営参画の実現

↓

○農業・農村の新たな可能性の開拓



参考：農業・農村の新たな可能
性について

○農林水産業は，仕事としての自律性が高く（自己裁量の範囲が大き
い），職住近接となっていること等家庭生活における活動と他の活動
の両立が可能な，男女共同参画を実現しやすい魅力ある職業と考え
られる（「農山漁村の男女共同参画社会の形成に関する総合的な推
進について」（平成11年11月１日付け11農産第6825号，各局長・
長官連名通知） ）。

○「農山漁村型ライフスタイル」と「めざそうとする女性の姿」（農山漁村
の女性に関する中長期ビジョン報告書（平成４年））

↓
農山漁村の良さを生かした暮らし方と実現の担い手の女性のあり方

○家族経営協定締結による家事・育児・介護などの経済的評価 など



女性の経営参画（１）

○家族経営協定の推進などにより地域リー
ダー層を中心に一定の参画

家族経営協定：家族農業経営にたずさわる各世帯員が、

意欲とやり甲斐を持って経営に参画できる魅力的な農業
経営を目指し、経営方針や役割分担、家族みんなが働
きやすい就業環境などについて、家族間の十分な話し合
いに基づき、取り決めるもの。農林水産省の調査による
と、平成１８年３月末現在で、34,521戸の農家が家族
経営協定を締結。



経営参画の現状

資料：農林水産省統計情報部「農村に
おける男女共同参画の意向に関する
調査」（平成１３年２月）



部門分担の現状

29.4%

70.6%

部門がある

部門がない

図１ 女性就業者が責任をもっ
て担当している部門の有無

図２ 女性就業者が責任をもって
担当している部門の状況



地域農業・社会における農村女
性の活躍：農村女性起業の推進

○近年、地域の農産物等を活用した加工品づくりや直売店、
農家レストラン、農業体験などの事業を行う女性の起業
活動が注目されている

※農村女性起業：経営方針の決定や事業実施において女性が主体
となった経済活動であり、地域の農産物等を使い、女性の収入獲得
につながっているもの。

○農村女性起業の数は全国で９，０５０件

○活動内容は地域農産物を利用した食品加工が最多

○販売金額は、３００万円未満が５９％、１，０００万円以上
については、前年度より６０件の増加



資料：農林水産省普及・女性課調べ



農村女性の経営・生活における
位置づけ

○まだまだ不十分な労働報酬・収益の分配

○非常に少ない経営資産（農地など）の保有→経営者とし
ての位置づけや社会参画（農協役員など）にマイナス

○農業に加え、家事・育児・介護などの大きな負担

○不十分な能力向上の機会

○不十分な農業経営者としての社会的位置づけ



労働報酬取得の現状



女性名義の資産保有の現状

資料：農林水産省農産園芸局婦人・生活課「女性農業者の
地位向上に関する実態調査（経営参画と資産の保有に関す
る実態調査）」（平成１２年４月）



女性が経営参画する上での課題



女性農業者および配偶者の１日
の時間配分



女性の農業経営者としての社会
的位置づけと認定農業者

○認定農業者に認定されている女性の件数
は３，６８５件（平成１７年）にとどまり、全
体のわずか２．１４％

→背景に「世帯主義」的慣行など

※認定農業者：農業経営に関する公的支援を集中的かつ
重点的に実施する対象で、農業経営改善計画を市町村
が基本構想に照らして認定



女性の認定農業者の動向

資料：農林水産省経営政策課調べ
数値はいずれも各年３月末現在



女性の社会参画の状況

○依然としてきわめて少ない社会参画の水
準

○地域農業やむらづくり、集落運営などにお
ける計画や意思決定の場への参画もきわ
めて少ない





農村女性の現状と課題
－総括（１）－

○女性農業者の現状は決してミゼラブルなものではなく、経営・生活の
参画は一定進み、様々な活躍を見せはじめている

○特に地域リーダー層における取り組みは、自家の農業・生活に発し、
地域社会、さらには都市サイドまで広がっている。内容的には、狭い
意味での農村女性の地位の向上のみならず、産直、直売、伝統文化
の継承や新しい生活文化の創造、地域づくり、地域資源管理、環境
問題への対応、高齢者福祉、都市住民や消費者との交流など、生活
者の視点を生かした多様で幅の広いものとなっている。

○エンパワーメントの面でも、市町村農業委員さらには市町村会議員
に自分たちの代表を送り込む運動が各地ではじまっている。彼女た
ちの取り組みは、世の中を徐々にではあるが着実に変えていく力と
なりつつあるといえる。



農村女性の現状と課題
－総括（２）－

しかし

○経営・生活における位置づけは不十分

○地域農業・社会の参画はきわめて不十分

↓

○十分な能力が発揮されているとはいえな
い



２．必要とされる能力開発と現
状、対応する課題



必要とされる能力開発

○農業・農村をめぐり厳しさを増す外部環境

○私的自治により運営する領域が大きい農
業・農村

↓

○生活者の視点を生かした女性の農業経営
および地域農業・社会運営への参画＋農
業経営者および地域農業・社会の担い手
としての能力開発・確立が急務



（１）農業経営者としての課題

○経営参画が進んだことに伴い、また、関連
する支援（研修・ネットワーク形成など）を
受け、農業経営者として一定の能力向上

○特に地域リーダー層で顕著



しかし・・・・

○農業に加えて家事・育児・介護などの大き
な負担

○農業経営者としての社会的位置づけが不
十分

↓

○技術や経営に関する研修の機会は依然と
して不十分

○必要な情報のアクセスも不十分



対応する課題

○女性が受けやすい研修の企画・実施

（特に子育て期における配慮の必要性）

○女性の過重負担の軽減

○認定農業者への認定など女性の農業経営
者としての社会的位置づけの明確化

○さらなる経営参画の促進

など



（２）地域農業・社会の担い手と
しての課題

○地域農業・社会における方針決定の場へ
の参画がきわめて不十分

○地域農業・社会の担い手としての情報の
アクセスがきわめて不十分

↓

○地域農業・社会の担い手としての能力向
上や研修の機会がきわめて不十分

※地域リーダー層においても同様



対応する課題

○社会参画のさらなる促進

○地域リーダー層に対する重点的な能力開
発・研修機会の提供

○過重負担の軽減

○個人が尊重される社会システム構築に向
けた啓発活動のさらなる促進



地域農業・社会の担い手として
の課題

○地域農業・社会における方針決定の場へ
の参画がきわめて不十分

○地域農業・社会の担い手としての情報の
アクセスがきわめて不十分

↓

○地域農業・社会の担い手としての能力向
上や研修の機会がきわめて不十分

※地域リーダー層においても同様



３．関連する施策の評価と課題



関連施策の評価と課題

○基本的なあり方は間違っていないと判断さ
れる

しかし、

○農村女性の重要性についての認識が依然
として不十分

○人材育成には時間がかかるが、その点の
認識がきわめて不十分



○これまで人材育成の中心的役割を果たしてきた
農業改良普及組織が弱体化

○これに代わる支援体制が未形成

○農業が家族経営で担われていることから、コスト
負担などの問題を含め、一定の公的支援は必要

○そもそも人材育成は時間がかかるが、それに対
応した評価手法が未確立

↓

○早急な対応を図る必要


